
香川高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 環境防災工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0405 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2

開設学科 創造工学専攻（建設環境工学コース
）（2023年度以前入学者） 対象学年 専1

開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 小竹 望
到達目標
・自然災害に関する一般的な知識を身につけ防災方法を理解する。
・地盤工学分野における地震に関する工学的知識を身につけ，地震防災を理解する。
・土質動力学の基礎を理解し，地盤振動の理論的な基礎事項を理解する。
・災害と防災に関わる個別課題に対するレポ－トを作成し，文章とプレゼンテーションにより説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

自然災害に関する基礎知識を身に
つけ，防災方法が理解できる

自然災害に関する基礎知識を身に
つけ，防災方法が十分に理解でき
る

自然災害に関する基礎知識を身に
つけ，防災方法が理解できる

自然災害に関する基礎知識を身に
つけ，防災方法が理解できない

地震に関する基礎知識を身につけ
，地震防災が理解できる

地震に関する基礎知識を身につけ
，地震防災が十分に理解できる

地震に関する基礎知識を身につけ
，地震防災が理解できる

地震に関する基礎知識を身につけ
，地震防災が理解できない

地盤振動の基礎を理解できる 地盤振動の基礎を十分に理解でき
る 地盤振動の基礎を理解できる 地盤振動の基礎を理解できない

土の動的性質，地盤振動の基礎事
項を説明できる

土の動的性質，地盤振動の基礎事
項を十分に説明できる

土の動的性質，地盤振動の基礎事
項を説明できる

土の動的性質，地盤振動の基礎事
項を説明できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 B-2 学習・教育目標 E-1
教育方法等

概要
建設環境工学コースの必修得科目である。
建設環境工学コースの学習・教育目標(B-2)「土木工学の基礎知識」，（E-1）｢設計力｣に対応する科目である。本科目
では，自然災害（地震災害も含まれる）のメカニズムやその対策に関連する基礎知識を習得し，土木構造物の総合的な
設計能力に要求される基礎を身につける。

授業の進め方・方法
・地震防災に関連する地盤振動と土質動力学の基礎について講義により学習する。
・自然災害全般ならびに地震災害と防災について，個々の課題を分担してレポートを作成し，2～3回のプレゼンテーシ
ョンを行う。

注意点 自学自習時間（平均4時間/週，計60時間）に個人テーマのレポートとプレゼンテーションを用意する。
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 授業内容と成績評価方法のガイダンス 授業内容と成績評価方法が理解できる。
2週 （1）自然災害の種類と特徴 自然災害の種類と特徴が理解できる。
3週 （2）各種自然災害と防災の現状 風雨災害、地震災害などの種類と特徴が理解できる。
4週 （3）風水害と防災の現状 風水害と防災の現状が説明できる。

5週 （4）風水害に関するレポート作成とプレゼンテーショ
ン

学習テーマに沿ったレポートが作成でき，分かりやす
いプレゼンテーションができる。

6週 地震災害と防災の概要 地震災害と防災の概要が説明できる。
7週 （1）地震発生のメカニズムと地震波 地震発生のメカニズムと地震波の特徴が理解できる。
8週 （2）地震発生予測の現状と課題 地震発生予測の現状と課題が理解できる。

2ndQ

9週 （3）地震災害の種類と特徴 地震災害の種類と特徴が理解できる。
10週 （4）各種地震災害と防災の現状 各種地震災害と防災の現状が理解できる。

11週 (5) 個人テーマのレポート作成とプレゼンテーション 学習テーマに沿ったレポートが作成でき，分かりやす
いプレゼンテーションができる。

12週 地盤振動の基礎 地盤振動の基礎を理解できる。
13週 （1）入力地震波と地盤振動 地盤振動を表現する１自由度系モデルを説明できる。
14週 （2）土の動的性質 土の動的性質，地盤振動の基礎事項を説明できる。

15週 （3）重複反射理論 地盤振動と波動伝播を理解して重複反射理論が理解で
きる。

16週 (4) 地盤応答解析(時刻歴と周波数応答) 地盤応答解析方法の概要を理解できる。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学 建設系分野 地盤 飽和砂の液状化メカニズムを説明できる。 5

評価割合
試験 レポート・発表 合計

総合評価割合 50 50 100
専門的能力 50 50 100


